
 【別紙様式】 
 
 
 
 
 
 
（１）授業改善進捗管理表に沿った組織的な授業改善 

（交流活動におけるシュミレーションシートの活用を通して） 
（２）習熟の程度に応じた指導 
（３）家庭学習の習慣化 
（４）「暗記のすすめ学」の実施 
（５）授業における振り返りの時間の確保 
（６）授業や様々な場面で、自分の考えを持ち、表現できる場の設定 
（７）生徒評価の確保 
 
 
 
（１）授業改善進捗管理表に沿った組織的な授業改善 

（交流活動におけるシュミレーションシートの活用を通して） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）「暗記のすすめ学」 
 
 
 
 
 

豊後高田市立田染中学校 

学力向上プラン 

効果のある取組事例 

①指導方法や指導形態の工夫 
 〇ねらいを明確にした「意見交流」の場の工夫 
  小グループでの意見交流で互いの考えを深めるための手立ての研究 

〇ルーブリックの視点を取り入れた形式的評価方法の工夫 
  グループ活動での意見交流の見取り（評価）の在り方の研究 
②生徒の学習意欲を向上させるための工夫 
 〇思考・判断・表現力を向上させる ICT 機器の活用 
③月１回の校内研修会で、各教科担当から実践報告を行い、事後研修を行っている。 

①朝学習時間における音読暗唱 
 〇年間計画を立てて、文学作品や英語の詩やスピーチの内容を学年ごとに内容を変 

えて音読暗唱を毎日行っている。全校集会の時に、その内容を発表している。 
②生徒会活動や学校行事において発表するときは、自分の考えや意見をまとめさせて 

いる。（ノー原稿） 



（５）授業における振り返りの時間の確保 
 
 
 
（６）授業や様々な場面で、自分の考えを持ち、表現できる場の設定 
 
 
 
 
 
 
 
    《授業での意見交流の場面》      《小グループの意見交流例》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    《ルーブリック評価表》 
 

①授業においては、自分の考えをまとめるために、ノートやホワイトボードなどに 
書かせる。その後意見交流の場を設定して、他者の考えを聞き、自分の考えを深め 
る。 

②田染タイム（３０分間）を利用して、学校生活や社会生活など様々なテーマを設定 
して、全校生徒による意見交流会を実施している。 

①全教科において、考える時間の確保及び、自分の考えを持ち、他者の考えを比較し、 
 自分の考えを深める場の設定を行っている。また振り返りの時間を保障している。 


